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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

  江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ζ鈴木雪夫、竹内済、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

 そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記鐸を個人的に研究す亭ため・コピーを希望する方は・代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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   あらマじ
二楯 木工ぐんに伺い乞い二〕♂、よず抗計年買公一季稀肩

に入られろよでザヒ、脈舳、純計季夏会抑肩時
くのこれは木ぐなタ采孝か㌃．」．迅われる二と、房とは、

一アトランタ’ムに、．亀い全的鮎1話を履えればと．もいよマ。

 初カに、生身月日ほ……。

杜 明治糾卑4月／θ。

匁脇計法乞フく仙竹い生じたんて’’、級考調薬法

の関伽淋枇い」いう↓にし仁し／、ノータッイとい
う二とて’て。

ゑ瀦 仁ぢ、法律艮の杜づんの二じ徴1・ら、これについ

て仮でご意見乞伺い仁いご〃〃んで㍗。
杜それほいいでマ。
ゑ瀦 ノ金ネ漣との関イ系、ほ一・・…ア

柱・全手縫ヒいラ川、い〃似卵仰中米紅織じヤ
ないで■れ。これ1κくなつたム中氏・が一太骨を抑フに

ピろでてバ、私μも地方紀多ナ械構一〇象循という舳。

骨が折れk。

 近一張（東名）くんヒ美衷却くんが6Hαの禾侭賃派局

長の荊て“綿てい綱をやイんでて。そのレに久我胤
武け毛行ってあ・つて、よく夷語てIヤれん帥と織‘）
げそラて’’■。夫農律ぐんから采話で話し本．して、それ

に近溺込ん告爪；レて、貫派局長の荊で作敢問題左薪じた

ので1。衰派局長脇始ブんユ／で’彬しない、舟ほ結
調かっ力・ダJ＜て、／複の物別れになったんでてよ。ヤう

いうこヒパパはして、これ帥象1て残ろ二・ヒでて。内
方が司冷却へ呼び左4れて、私は美∴農身ぐんについてい

った、向こう以我君べついてぐた、そこで…大変以誘

            五
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諭手立ヤノ始カたんでマよ、

次に、地方仇多ナの象備というニヒはム柱が予卓折衝

ブ〃でた更にれ＼れ仁問趨ピクたんプで寸。それぺこ

伸計切泉プれ｝ヒいい二しょうか、款計の笠偏
力＼でうた砂んんし側ソうか影“くらげ、もっていよて。

彦、倖わく〃いろ二納がら、〈れ以劾μし
．カたのは、地方組織が、ご承知。とみン、在。額国庫負担

職吏と／／う二と、「蛾補札なんてム中氏｛請いて

紬けれども、プ補助，ビやなくてτ国庫夏担、と称して、

国庫夏桓の職員妙卿に仰舳ニュて“配置したρこれ
で非洋に中米欧判が効く加プて・’て。よくブ！つけ，迅／・

灯よ。した小って、純計課表公議で台．こっちの走削・・

で7ぼ徹していく和けでて。
 全紙幼話になってく灯と、別問鹿てI．、考及脊殆て

てから、純計岩、立つくつしぐに、そ州一房がJく伽・
｝から券習圭やフ（く札というので1、私べ！未初力に

伺っ㍑州〃善孟手でて。未）l1の紙小非常にξ州
σ人で、更μミのぞ高いていれ16て’’片っ・仰が」惰

をしに㍑肪ていユ7。これべ第／回。
 それから後、福岡へ伺．つて九たで講義して、そのどぐ

は南粕正雄先土が聞いて工1られて、先生が．あ1らルろもん一

ちから、話しにくくて弱っ㍍フた、そμ何九海迄・

～真術で■よ。㍍う以伽寸支〃これ・、こつぢ
ほ桜の花カ吹いていみ、向こうは雪が降ってい6ρそこ

で、わκ鮎に束束、眼に限乞持ってこぐせて、伽内
力衣暇乞、3、ろし之で’持っていった。それでほとんビ眠ら

寸で講義をした、そう し仁ら高楠正雄ぐんがみ身れて、

緊張したかシ、眠気づ』几にほよがヲ仁木告しれμん。
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  そ／しゲうにして、祇訂械篠パ笈偏ん泉／パ！れてい

、たんビペエいつ・したうんでて．∫。｛ノ／江乞ピ∴η・ヅ

訴ぐルユしr二カ・、それ」、げ・〈iJ作弘レ／～枇例迎・バ」へ

中んに限一未濃却㍍も一価イた川純ブフ㌧芯
〉。

二沸む紬批生パ諸バムてt）れ足い工つ。
紅並にいえば↓紅んノつイ舳訴かもしれ㌃いし、
そ〃舌小／っ篶。六浮（敵け・ルか一紬て／。
  クラノつけ、／っη手段レして、垂多寸ノ）兼中イ○、紅斌

6叱ン←ラリで一ンヲ川㍗㌦ll二してち、符械々す
㌶中イじリうとして、抗訂周一に工州似オれ。＼
れ∫うといラ考えがスつト。ピろ小、マ・／クサイ・’

フ象わしσい。行ぜ承知レ方Iかつブこ乃・といラ川ユ、宥㌧

ノ1尼談話にプ全1〃、てプカープー｛外エペしいレ
ミシ1一ンノフノ余ノ長にブ5フ仁んでつ’パろ、当θ手工鼻グい丁レミ

シ←ン』彩J干してあ1っブっ／くノヂ刀・9、予二でべそ八王∴ノして

し‡，たんしゃ、レミンー一ソノ／入ろ木ナ七べ／’5く々ろた二ろ

うという二とで、茸時わしてもグ〃一し㌦／。てれ
で祇秦しちぺつ｛1才でブよ、作級吋エパハ化しても、

一集中化はそういうこしでヤっていゾ1ルいう二どけフ

仁けれ以、それ告て＾れい、予ういラよう7ド小石
1／μて、地方紐織1丁一ノ㍗るって／lフたといラこ！

㍗）。たけ作級り両産て〃プ河で｝、は。

   糸た計季夏会孝彩／引小ろ

三相ピろてい当時〃㍑の坪鍛が老いんていγア。人
内け1パJ偽〃れれ、4〃ぐらいで“マよ。

紅そラて““ヤいか力で．マよ。ム中氏1J私∫ソ／フエ
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て’． ｡、た学も／幻二、仮は往靖で私は法界寸でマ、入ると

こザユんかほ工・話しし工γルど．も。

二沸一太紬1二伺いた／／〃、雇、雇でほがの／月7
目に純計委更会に屈I託で、）れブてという二とて1マけれど’

も、そハ仙満州て“↑、そ肌力鮒、を㍉フと簡単
にみ話しいに徴だいんで’↑が’、

紅 ペフ｛毛し＼つ仁よラに、私は弼和／／年に東大法学年

ρ東加竹士、工して、夕！交官にしかσらカビいう気榊
で、勺もqい刀に外文官試験立受1す仁んで’マよ。㌃ゼ千

人㌃こヒをしにがというヒ、当時、福岡から石屋の、屯子
て“?t仁広韻弘毅ぐんが外交官にζつて工、られた、ノ石尾
の．乏二子というご一ヒで’弟ノ石フジ、たで、しょづ。私ぢん力・古メ

労働二着4たし山やつ”子供だつ汽から、あれベタト亥1官に

／ルμ5ら、お1れゲJってやろうという気分だけが私＜、
字菜成績が栗・力）フ仁に七か力・二わら1ダI、、も望＿み左した、

㍍］．到崎に、私の南寄学校・の親反．で、これは東々

紡で㌧Tけれ㍑、二枝一身という〃外欠官試駒て／〈
、ヌーしよレて、当肖見習し／4仁川ニレてあ1つたんでフ。こ

畑ザヤれやれ、といラルて’一ブれ。これほ大使にはっ
て、 し＼ユで’七一フぐ／会＼フていユマ1ブ〃しとも、予うし＼うこど

もあって、・重ヴけ㍑毛房芽し仁かブてつ、

 これほいよいよビうじよう巾など考τた、・生意れ二

κいうよラたけμ．もI、司法官・ルが竹になル＜㌃
いθ人を裁くなんてことは肋以岡としてで．㍗しな

／1＋づ∵やσいが。それは人採が伺左ヤ14うけちをつ
けろわブしいヤζ／いルビも、自分硝えでほとてけ伸

らい1ブど’でく軌／、一方、イ秋官ヒいうヒ、何か知〃
が、日オの従いところで・’あフ石こっち、、命令でヤられろ、
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知尋σ〃見てあ・フ仁って、政党パ自由て’省皇はねら

れたソしている、ああいう不安ノ星㌃二とぼし仁＜ζい、

かといって学者にσ杯’ヴバはい。
 イ再カ、、そ八こ一そ国民の役14フて、自分毛・飯が食って

いけるようブ埴帥川↓、していい、夜で瑛農神
仙て改紅柾当伽．柵合作祉で、満州国雌舛却が
ら似紐があったんて’㍗。ノ時し仁ら〃1ブくユで’
■ダぐ通ソよしで、一男員翌して満州の葬叶ラこ地て“！た勿’1二序動し

ようヒ，亀ル。ご承知”41ソ、五旅協和、いろいろ後
には侵膝小いわれユしけれ㍑、それは別ヒして、
私なノしカ・侵勝」か何かでζくて五夜協和ちから、目孝一人

も何も分ヴヘヂでな＜箱いクばいやってくた。ヒころが1

句．こうで合作μ＼以人に柱れいわれて役人に㌃ソ
よしト、役人があユノにいはソ也でろものだから、いは．
るなら工1㍑1つてqつて、／）ばってい仁役人左見及．して

や’?､ヒいラ者τで㌃フ仁んで’て。

 ヒころカ・1一、Z／年の／0月に、イ乏人にブ5、て引乏揚1プてく

だ’ものだ介ら、身刀狼ソ方乞ビうしμ．んかψ艮フ仁、

そしμ私〃木学的柱・ら執レかった・トム束二といラ人

か、美濃奔4ん〃雑劇時代がら以を㌃んでてね。陸
岸省の農美技師でした、。

 この人は、美濃紅〃高師州属中学ユ（J一緒でし
ぴ、松柵枚に打って6年、左い夫4．μよラにして
東大に行フて、東μ農学却左企た、こ八け柵た
いにっ之合ってい～んで刊・ら、どラし．ていκ’ろう
つ・な、軍欠う巳にで’も勺っていろんノし’やりいか々ビー忍って、

訪ねたLろが、率いに古戦犯にれらρし、れ洗け
㌃いで東中野にぶソユした。

             5

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



隆犀の中枢の技師で、僅妹廠〃伽た将以に兵／ユし

ブニ。六変にいろん書伽依で戦時抑一石に㌧てい几
に、室中からたんばく質左ヒろとか、いろんσニヒヤっ

てユしk・そψ人乞訪れてい・仁」ころバ・九州小1岬
珪布のl11席イんから樋ユれて、当一時砂梯べ〆ユか、た”て二

その石少メ疹の力つっソ丘／三つユい古刀）らっくろうヒいう二と

になフ仁。ところが細胞が仰・剛源壊でく・ないそうで’

寸、細1包徽裏が例とかラエくでうれは、つっ工一い毛から・

砂伽でμ、九州はぐっユい㍑在地だし、川角は等
菜象だからヤろ。それ乞／トムぐんに飯んでいた、・トレ

んはれは鱗に何ないカ・ら、老はとにか＜れ仰
〃／てσつて打ってくれ舳れいフて＜μプれども、
ばくは九州が以てくだ1工一’かノで合う行くだく〆Jい、東

ソk＜書／化1＼ラ仁んで7J、
 そ札じパη間しばらく柵合取ノに・Jフピどうかと
いって、美濃棉に酵しょラどいつノわけで了、乏濃却

イんに闘いにら、ンっ近事で「二采でく、れ、」いフたんだ’

・そうてて。それで／月μに行、て余フたら印臼私を

失し仁。／月クθにz孝処嘱託、二久小人っ仁し1くぺつで

↑私はそグろほ紀計必然1伺。竹ハ伽⊃った。
二瀦そル之／1唐物は州形劣バ刀却尾でてカ・。
紅そラでマ、
二楯てて’一に美濃寄孝嚇局長カ・抄していk、

杜美濃化〃いわれた川、「純計ノま、レ＜わヒし
ている㍑’小、う何紡〃ばがル、メ、律プiコパー
カ順し！化．もってあ1った」ろだから、第ヤ1フてくれね

か、伺がむてトしいこしがあフピ、あヤビ（遂、古づρ

に聞いてくろがら。ヒいラので、7ぐム動してくれとい
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和㍑し仁。キれで嘱託の先々｛つて、6月に孝溺官
の発、令になつた、ニラ／）うゾて．’ブ。

二沸卑触¢駒〃いんでマか、
紅軍隊はないルでて。 ．
二桁促更ビ岬な＜て引く移け“で7ね。

  統計法ブくノ

ニ棚オ細オに入μていた“工γ・、入られけ
そには純計季夏会一季補肩“ぐていブニわ1プでてね。

紅 木ヤオ㌧ヤでブ。

二沸第．／回の紀計争員会は、邊、召机／与〃ガθという

ことで．て卯ら、それ小終わフ亡後でブれ。そラ了ろヒ、

諸先土方け’らル純計年夏に工・られひげでしょう、

礼射法のでぐた力は日肋双卑3月4日なんだ’ヴれとI舌、

牝計岩、刊わ在荊に療託に〆ユられに一（ωかプて’て

れ。2冴／月7θに癌託て’’、乱計加・’でう仁川η月μ

θで了から、柵（いユあ・話し〃ラに法律埼門泉として
いろんな一こヒが石、だと忌ラノしでプが、、森！衛ぺんとい

ラ人ヵぺいたで’しょラ。

紅川よし～
二沸森くんルづんが出く東紬門幻枇ちつト
ビ足・い二てれ、

柱そのけル灰いη。舶げいぶしん紬は
し・k。

二沸〃人は滅凡いうか、イつ衛力から兼仁人
で’uか。

紅いヤ、台湾納加・ら引く伽ブてぐて内紙議客に
いたんで■。
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二湘抹射法判、尼の以に／、和㌧に伽こととい／は7
ヒ、ど’ういうニヒが．あ1、川でマか、

紅純計法左ビう／lラ、1・プJ梯成に㍗〃・。主なろも

川伽いってぽ柔性の雄保」いうニヒ、これ1ルれ
ヒけ孟レてあフたんで7木・、そ一以吏性左雄保ηた

川（は、どラしたラいいのか」いうこヒに蝪と、いろ
いろ意μ分乃・れてくる。そ㍑同時に、λ、中氏がてれ
工でに非串に老労してフくフたんプヴ’れども、掠、計妻買

・宍吏楕に老いて易ろようピ重専扶討ノ≠いう老い刑・’

あフ仁、何が重要｝か、この尼義プけが一一こ承和刀
ヒ川、孝時法倖は定義づけ州ヤつμでし仁、司。令
知州と〃それう拍寿しk。、臼．孝にほ前“〈ん㌃
ニヒは4くて、定義なんてのは大字の講義とか、学看に

よがゼて力フたかすて三Iて。それ乞法停をつくるレに、・

「イ耳々ヒは何々て㌧ら6」 」いラ丈己義・をつくれといってく

て、デフレヅン1ンをやμいラのが司令勅指碑だ
ったていブね。       ・
 そのニビがら、重要純計という〃ではく石いが長い、

童阜｝伺で．μか。それ柚岡崎にユ＼仁んは紀討。
経線看でてがク、純計件禾というもれ考えて、純多寸侍

れ枚分かれ付りレて、併禾れ自分で割1ていエ
／μ。い州、そμ法律に彩μなれ、イ孝糸と
いう抽象朽葉はで之で以侍はイ可て’’〃かヒ／lう二と
にクフつてく名ヒ、結局．「重要」ヒいうのに五．っていく。

これ乞どう打履てろがという以に、ナ、ガ劇’リエして、

身一峯J局もビうした、らいいつ・頃つ仁、

 仙以に、仁しかμ／局」、合作たいフた．と記憶し〔
けれども、「指定・ヒいう考け、紀計黍更．在という権威
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石ろ毛〃以カビ、それで’いいというこヒにし…とい
う仁’。その詰左表、け、し仁」、巴ラんてつが，、ユ、中づん6

それ・こ’’いこうレヤ勺いヵっヒし、う考后に／ユつて、「才紅乙糸た討一

という二一ヒに㌃フ仁。

 一それに対しては、オ未ほ定義づけて一ぐるか合しれ㌃し＼

けれども、純計尋更会乞未、高権威」考え、承．高権威哨の

招尼糺討という、㍍拍え仇討1丁伺で指定㍗〃がとい
うニヒにグμと、℃す介しいんて．’プ1プれと台、そういう

ことで妥協して／）く、予れで’納得して七らラ1了～いし一

パ．／咋。伺左指尼し㍍いう｝エ純計委沙に工か
〃、そういうニヒが非串に辛労がパはして、指．定跡、

計という宍！良口乞クくフて加ソ生た業にηつたんて’て、

 〈以には、肋調圭査法律に仙かど’うがて’’、、人問

一遡乞忽二しました。大問道上いうのは、九村侭匁詐ぐん

が木風大互をヤーていル〈に、千坂以之牝川、渋
μメノの尾泉青尺虜大五官邸に循ソて．1いて、仁で孝買

食が開カ＼れ々か㌃カ・木誘1誘力＼巧ソ‡して、それは、木内

ふ衡イん小ビうしても入れろとか’んばられに。

 ヒいう州ユ、ほ州人は、推定乱討といラ川らば当

舳勢調釦ルいう川栢定形ナ月ろκ’かう、重
襖ずるレハ川力・、国勢調査なん・が、法文〃ナに釦↓

τ二川専らルい一で、大介護請が川エレに、

木舳生は、そ舳狐はそルーフμポ国勢調
在は目切紙れ引、張ラてれ由緒刀〃紀計だ㌧そ
μ同時K、純計の艀、尤軟」いラ俸憐があって、した
が、て、は、之ノし法律／（明記してみいた方がいいとい

う刀が／つ〃理由。

 次η理由ほ、これは更ボ碓貴がかかる。それを幼
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財政η耕ノ会に∫フて、晴刊並ばしたソ、綿カたノ、ヤ

、りヤ”がフりした〃ヤ、国際化鼓バでψ／・
し’やζい小。 日去”動の信義K反一■ろ二とにもブユろ、 し

たパフて、逆一に法律に次カろこ。ヒによって、チ処有はどん

ブまに全小か小〃れ、．この東津乞施行しμ戻行し炉
刈らカ、そこにμブ流1孝似石。したがフてイ1神／て

／通どラ■ろという二㍑者パJ伽・Jら力一ビいうこと

で東ユ、たんてて、

東ユった1ブれども、しが〃国勢調査ヒいう舳、え
季くパ微で伺乍え義〃でも／／い仰川ラ議伽ゑて、

それぐに硬い屯し、した川功沢づんでブ。肩沢ぐ
〃即応に国勢調査机枇4、｛1ナで寸。そ小はほ
とんど’束更叫に適クて1）ろんでブ、

ところが、これは・私ザ紬伺玖、という≠古水して

辞釈玄着いていれうに、㌃つと閤盈左μ迩二しヒ
んでて。』いうのほ、！はユでパ国勢稚枇成坤
国の版舳一といラよ市こと小喜い・て易つk。ヒころ
が、純計法によるピ主国民。て．．マガ・ら、国民ヒいうヒ、

国籍れ、第二国人は入らないレや舳が川う工川
二㌧炉、いるい引総を持フは義／ψったルてい付
μ1、そ｛ことは蝕な問慮で．、とにか＜＼れてあ、い
て非串によかった々と、もわれろルて1マ。そんなことが弟

ノエし㌧
そ小ら’ A罰則〃瓦にりつて之‡れ、刊号罰の鮒、
でて力・ら、わ〃れ味狂雛弟の足ルこ〃にあらブn、そ
こ〃・・中4んうユいんで’て。音時、法柳行といフでるゾ

エし仁小、いユの法砺劣、仁〃峰課長左してみつた
中貿次雄くんヒいう人に、ノ原二家乞っ＜、てくれと／抑コ

            1⑪
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かし仁んで寸ρどういう娘尼に／ダろかわから〃ててから二

，重刑碓く』が、それ乞μ・しげでブ。これは毛ちろ
ん決判眉と打ち倉わせをしたηかもしれ‡せんげれビも、

罰則鰍は似和れ仰くフ。た＾｛くて、中野4
べ一フくフたんて．マ。

タ浦あ蝋計工尋、抗計官万問愚で狗かあ・っしヤ6二

〃いでプか。括む丸計乞拠う利功賃格れいラ視え
バあソ‡てね、

杜 あゾエ■い本引；〔ノ薙重にやろうヒいラ担戻をム中氏

は持っていたんでプ、」こ〃、そう／）う二県立〃、

人伽扉保が志にはて一くない。でく．．巨州に肋μo
国勢稚他っている。それに問に紬ないから、紬

に紀計綱倉レいラ㍑をつくって、そ二伸抑に誇
れ竹μ貢格あル．いラことにしようレ川し叶と
赦カたんでブが、ヰ去は、紙計の真寒性差雁採寸ろたカ

には、身分力保障ヒ乃＼それ二千裁判官けビ刀ニレブσ

くて毛、人ル桃柔乞知ろ二して．■から、ぞ亨ん」しなく

つヤ・いか＾』いうこヒは、ム中氏台そうで・マし、‘私宅そ

ラ者ルていたんで’ブけれ以、人伽雄株の問鋤・う相
当緩刃たん・て’Iブね。

硝二州．勘帆〃うなってい抑は、後に聞くこ
とにして一以、け伺いたい、

牝似穿／承ハニ似舳純計の躯性を確採し、，
川う川井串に格納／化、もう／してマ。これ加切
界集1κれバ毒いだんでしょう。ぼ＜／碑義れくほ、1

f仇討柏美時代左乱ごし㍑先〃伽にし’むようブ5
真呉性確保の声だ’一ヒ、勝者にいつて1）ろκ’げれビも。

紅伽記俺ていほ、これは．ヤつばル、中氏て■よ。仮が

            ユ王
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こ㍑非掌に舷調レて／）ユしμρこれ1まくっくいった

ように、〃先㍑’ってこれにほ異議はいて’プか9，b

プル川ラよラに格納い、これはム中氏け、げ川記
使してい灯。
奥窮 紅づんバ入られ．らしくにはこ糸た計法”一家玄ヒいう

ノ川ユで’ぐてましアとヵ＼。

紅でぐてましてて、素寒が。

真野 それに関逐一しまして、美ノ濃奔くんη老いわ物か伺

カ、に、；ら、やし：’1二見てもら、たしいうこし幻ぐ二歩いでる4ノ（ノ

て“u。逢舌先土に持クでいっ仁ら、てニル仰哀倖ヒャな
いよ、」いって、朱を＼れられブ↓いうニヒが’着いてあ

ろんでプけμも、それはレん．は・∵、
杜 それは冴μは知ソユセル。4久小人ろ前だビたいユ寸。

私が＼ろいに「あ叩レ’に見ていうから、、割れに力’
く自信柱持ってやってくに、こういわれた。前でしょラ。

朱で’在イれヒヒは、げい＜が納㍗眼ソで’は／回㍑
ソエィニん。知ゾエてん。）＼ろ」ぐみ刀、人／フそラい、一た1ブ．

れビ’告、は’．くが行フたμは、アいいしIヤついが。ヒ！＼っ

た川うから、出くい正しだ後のやっレ’ヤ々川北
良うんで■。
二瀦 もう／っ、芽4乗にプ国勢調在’，が、木内づんの

狙い卑里で八つたんでて．け㍑も、仙に反対η諸知
生ヒい川は、μかル．んブκ圭でてか、統計仏門
衛森1叱圭」か、高桶正雄イんとかし）ろ加プでしい。

紅小帆の記健では、こκは記健が車ラがもしれな
いけれビも、むし州閣紀訂局長刀）l1島（序列ぐんだ’

つμいう気かで〃てマJ。ぼ＜は意外に忌フた小ら
いユ←多乙俺にあろんでプ、l11島イ三んは食分力粧戸長をあま
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ノ主張刈ψがつト人でて、扶計μ中と4・何ヒかいい
伽・．ラ、非串に公什つ仁。兵中イ↓いう二けヤろづ
ヒ、紀計．奉民会がして工、つて、中米牝計、局長に擬’れ

14川．㍍’イけμも、仰に公子悦考乞してみ・
った記憶ヵ・強いで了ρ偵人にレて肋しい㌃し、（つ㍍
でプ。

二沸糸た計法閏派で’、物ノ手！劣がれてい〃外にもつ

レユ了シス左伝㍑よ汀、竹に、巳いれら㍑こと
1市いて1一利・。

紅グ川で㍗μ’も、私が木失敗をヤ〃そうピ仁
のヵ＼ゐ・一って、者時、司冷却にみん㌃麻美乞菓文に在←て

持っていって、司令井の才一ケー主しらグJくやσうつ力）

小。柚は二賊1・でし向・÷、款計広に限イ．全知そ

うでしト。抗計汝枇仔令主水ηバ，大循束ユっている

わけで寸、私が一切崎門わクに請及ってあ、ク㍑K、ち
5う乞一I葛併に丘んでいあ・フたんて’て小、・東京でほれいた

水が久て、交通速伽ルて’て。艮の狐細たいに㌃つて
ふ．フーて、予ちらに左われて、うフかソ忘れてあ1ラたんて’’

て。＜しμ前日になフて松田（追走）、君か逸絡柚
って、司。令却に持っていく州で、ヤつヒか他みで岡に

ノ合っトんで．プ。即日μうに官報／城イれいう薄氷乞

踏〃という乃・、加汚物て’’しμ、孝崎、失敗してい

れげた官に㌃つていkて”しょづれ。そ＾グこん以

等々二けたれれは，リ、中氏からえらく托｝ピ
㍑1㍍ていプ、
二〉猪 菜多（なん分けたlLれ小I・一・…て

紅呉派はは」んビ池島（廉）君。美濃弁4ん仁つ台非
串に乏人て’てがらねりライ又博〃紬訂氾島、立．未

             ユ．3
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ヒん人て”協力して訳寸ヒいラもんて『訳しに。ところ小’、

二うい。㍍失礼だ’けれど1杉、私が見ろ」江島4んは、

彦＼1稗は柱1＼字でれ｝い篶〃．≠二未文学部ジ
てね。主末（けい）ぐ〃吏束高彦下派享パ■から、
伸一哉丘ブユづブ、Jレ＼刀が木分力るかナで一ブ。それで’’ずい、3こん

手立カワルよしだ。美濃’ pづんがらは、でそ々者3て“！字！匂

プつて1移っていたら肯だ’ぞ一、ニラいわれていたから、

真剣にブユつて取ノ紐μして、ずいノ㍍れ〃えて、〈

㍑持っていフレ木内づん台だ’れもてれを産4ル記
性はあジニゼん、て、つ工‡ライ又イん．〃つ相半着」してム

しました。

 仁だ’／つみ尋ねをしたのは、ブ0レソミ．プソーとプ・マゾI

／」μういう、1・うにれ、ηか一ヒいうと、た内経べ

「穿／・’ヒい㍍．いう・それていあ札は「穿／・・プてノー

1プ摘要、でいい。初力「庁玄・とかイーμかヤってユし

た。ヒころがそれレやビう七〆つだソ1㌃／／。伺μう、

そづ！μ、知圭の方から…・一、てれぺらい刀指示し巾
．ノ

見んでま｛んね、こぢ州わから舳㌧ギた㍉プ／ユ指示

衛作ρそ〃川左却ヤソユしは、

  職更組合結成

二消時間幻には荊使してレ‡ラんでプが、。純計法がで

ぞ㍑はZψ3月Z4帥’汲ﾅフカ・’、㍑Zv3バ莉0
瓜舛z月／θに、ひ／ヌ、トが’〃かプでてね、労働祖

。柱純計争肋専務局買でベソニレたてしエラグ柱（
んべ初代委・員長で、名刀人事院ビ／レη、星エレ昼休みに打

ってヤブ仁ηを私は免元てい6んでIマ。ノ＼十イ．んバ「何

ヤブ㍍んだ一㌃々ていっノ（・労働組合を7く・るヒ｛ρい

            ！4
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之＜つとか、柾ぐんのみ看τしか・…・・。

杜動機は二ういうニヒて’て。当時、ご，フ写吻ル〃、

久通べ不倶て’’、仰ψ机刀工で寝てろよ川、4小．みフた

わけでプ。そこで“孝、炊れし、て／）〃ら、朝ムてμと

パれに工・いヒか伺』か左かぐよバ状況だつ仁でし
よう。そしてユ、中づんが、前ハ年に喚くん皇亡くしてい

たから、純計堂柳二左く打ち込んで．しユって、逸くまで

／守れ寸ろわプでて。・二碓中はくこに寝て1ルフれと、’

己、そこで一仕事左ぐ＾て工1ったら、4本んでぺみられないわ

けて．て。

 そ八か弓汁、便自身が果しく．．ヤつてみフたでてから、

イ舛以か、匁し＜いわμ。〃メーはわ／プ雄牡が・ソ

で、官依ビーい〃げれど毛、イ土わ管μ非率ブ派
しつが官僚η」いう’；・うに力ん々に黄1プヒカられ仁、

 仁て‘’、こ＾｝れか労働孝件圭紬・η人車が〃
んじ’ヤりいカルいう二とて’’、労働狙合4仁いな台のをつ

くろうレーいか、こラいう諸が’出ピうでフパ～J
・彩、が，発議したわナし1バいんでて。私に刈が二’良）、君

ψかが・べ表で’朽って“んで寸。刃柵ω、中氏サ
カ子分れいにしてあ、〃に、伺て’’持ってくろんε’ろう

以外に、込フ仁、私なんかは内へは一フくソ仁いヒ、して

いた口て一プが1

 巧存君刀＼持ってうて、「石ブJ仁、脅衛工委夏一良にダブつて＜

れμ・。ヒいうので、「て川”6、㌃ろ1才れとIも、ヤれ

じゃげ＜〃いうこ、とあん仁方聞いてくれる万力、い、ヒい

、た．。という州ユ、いユいつ㍍うに、ム1中け牢ソノ名

く／追ρ人たちが＼っていて、干れ小’いってく〃に、

止・竹に反加にゃ～半雌ア’．、これf打川グJ一た
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統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



けμ’七、はしIご’を外イれてしま㌧仁んビや話にい増

ηて”、ブどうだ一一といフだろ、「いや、グ／よブ、ヒいラ、

㍗れじゃ在休みにみσ庄」二に水6」ヒいうことに㌃つ

ノ（、結成尺余乞ヤつに、

 こういラ！lぐ＜っ小ゐソよしだ．。そ刀いηこどはご．

承和η方もクσいんだけルども、メし）リ（豊）石㌃んか非

串に他粋以で然1㌧に協力してくれよした。佐葎鎮㌶
〆Jビ毛組合プイド」しては私乞ノくツ7して、z’・／叉1一

ηど之も3人で’いろん〆J会合の中に八フてし＼フたんでて

よ。z・／スけヤろかやら、ねプというスト荊夜ηれレ
しに．全官け組合松合にも．＼つていイ、

二棚ヤブμ、全く自然発王的でいマれ。〈れに玄寸し
て、専協ノ局羊、の美、農都危古づんヒかはビラしよし仁、

紅乏ノ農。都イんは反す寸てI■。反対たIから美濃却イんヒ＜

のこしで執行．香員長ヒしです．いノ㍍議誠しよし仁。美東

都づんに＼れてもら1トにつ＼かわって・美濃都ぐんにで
い、／くん反抗しよして、亡＜なっヒ夫農排＜ん刀采女で孝ス1

着ρ壮挙乞していられト朗手ぐノんに、「紅てん二あんエソ

あ・ヤし’乞いレカ勺いで’くだイい一」いわれ仁二とべゐ4

んでブ。

 」いう川、美濃部イれ耳忽“嫌浄乞しピ少’
あろんで■。「それビや石．らち、者やんヒ尼崎ム動、．尼崎

退イ万ヤろ刀が、「やジよて。といって’、私は矢衆知づんと

舳城崎間に間に合うよラに妊れ仁ニヒ〃ソ㍍、

㌶イペ続㌻㌣㍍以㌫∵高汀
㌃つて鬼ヴれいうゐ1もしろ・いこけ‘はしブニね、労促

マス力走る。石ル“租／昏け、杜香員長が1超動拒否を打
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万オ。したわ1ずで寸。しかし、美二浪却くん、ノつ方は・それは

い．いよ、しかレ足時水勤しろ、｛つk。

 しかし、木内ぐんにしても、美濃却うんにして乞、ヤ

弓ザバオ〃里庫はよくわ力）っ、ていろ人だ“から、ヤンに＜

ザブ㌧いうか、ヤンμ’つけいうつ・、両面て一’しょう
ね。

紅グ／よつ・つトでしょう心。ヤンよかフた、」．円いよ寸
．よ。

二消碓迄回限灯“レパハ・から。
一興賢 刃。余ぐんが紅令結成の話乞椅ってうブつんで■か。

紅持って乏・よしト。／人てuは㌃いで7．4ん“意見
五代，表して夫ユしト。

二栃当時の年両乙ヒして委員長にかっがれろべく㍑1性
が々・仁んで’しようねρ

大ニ ム中イん刀／年下く弓いηところに＜→フいてふ・つ

仁で■ブがξ。

ニノ循  内藤／二方々／。かはヤのころ……ζ

た＝～れ・Jかったんレ．や㌃川・㌃、あη以ユで／ブい

〆ユがつト、升」二照丸くんとづ）内藤ぐ．んはラよクと俊かシ

味たんレ．ヤないかグJ、

奥野、入ら・れてマぐ祉合バ詰が〃れんでてか、
杜わで’ブ。これは切・省議したわ1プピ作篠！1でI了。

たノだ’、私宅やつはg㍑ったらいい、石んなに涼しい管理

をぐれにんレやつ・㌃わな／化いラ気持亨が’石つたんで’7。

そニベ訪舌持ってう仁もんだから。たε’し、、入っ仁ば1つ

パンくらいで’力・ら、吋ご’を外づれ㌦困れ、もフて、
・いう）」聞く、州・、といフ｛、ゲいヤ、聞之ηよ」

ヒいうから、てれで’ほ「やわヒ、やつトかブて1’マ。

            ユ7
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  地方抗訂桟棒っ．．くソ

三沸々八から、、派逸〃、工／杉、崎間1gに地方抗討

滅憐碓杵つ請乞危に・個つけパいい七1ザI子か。
杜時間剛ノれはそラで’し5う．。、全扶逸は㍉っと徒

でイからね、

 地方純計1プ承知のとあ1’／、発足．して｛ブぐ国船卦

在やボヒにし仁。〃川、、全敷国庫負担η一棚乞一置
㌧いう二川ユ、各、省力乞逸、し，て他に例べ4いん・で’ブよ。

ネ〃似伽、立糾米．派計官衛二うヒいラム中～
バ構想だ一つ仁」、もいよマ、

二沸司泉久形亘圭ね。

紅ヒソバ、ごソ約、η㍑、，ソむ叱方自治、η時バに㌃
フてろてし、ろで’しょラ、たい4）ら｛／u工≠午／二1ザし㌃力・フたメっ

けでて。しドカ・’つて、ノ糾庁に官吏．にヵ・わる、．人斤貴に

ついて担方の貢租左か1ブ帆・、い〃、し専采責毛っサ

ヤフて＾ゲ7が’、そういう職長残二うじ，〆川刀・
ヒいプλ、自刈旨で’台．た分譲・訪・しユし仁が、自治，省

以蔵犯1フ荻／1て、臭八’㌃一夕以細小ら仁㍗た。

 ㍗ルりは固綱・二査州澗辻に在っていれいラ
川・’、口菰く刀に．伽てJ材料であつに｝雄かてて。

糺わよラ㌃｛しパい組織て’11ユ、㌃んヒ皇僻しな
！化国第調左は丞行で㍗セんμいうことで。国勢詞

査以倖に定義しげけ川雌fザ刀込でけて“わ
．けで’プ。それレヤしよう～い㌃』いう刊で、もい切って

全レてくれユしアこ、

 ニハ川則度はほ用、各、省．庁でれい斗フけで■、補

助斌れいう川パ）ユした付しビ毛・官庁帷方紙
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として川右㍗、そラいうも川〃j／たれ、たと元
ば、什物釈幸抑所㌧てユぐに予うて“マ、農村．省の伎

ノんなんて’’ブから。畑戸ビバくて中史の率矛巧官でブ。

そノ！ノな亡〃はあソ僧たんでプヴれビ白、それを除いては

ブ〃、ト、身州地方戸刀璃1買でて～。抑伽敬が一
クいだ、すに倉厳州・イ仙・ら、えラ／・1うよ沽全顧国庫

負担柵買影㌧いう二㍑、大変々戦ヂつたで’マ
けれども、羊川ニレて国勢調査が枚紬寸脅tしてくれて

でぐ仁」いう㌧バあソニブね刀

 地方祖伽唯伽れ仁ヅら、ぐつくから何度けし」二
1ブて川ユ■Jうに、紀計〆1ノ所イ多も非串に5＜い＜よう

じσつたということで．1rね。中米庁て1肩杉立ヤつてもそ

れに応ゼづ’れ牝いで’ブカ・ら／ね、〃的、彦、刊白フには

官吏しいや引いプれビも、・国が丸杷えでマから、たヒえげ

綿バ、ち〃に〆れいうわナに“／寺」い〃もて‘
“い／←けで■。で寸小ら、非率にグ／一ピがつ㍑／l

うニヒはいん汀ね。
タ沸 地方牝討楓構の整循に一フ／）て、碑房』いう刀け石

‡リ戸〃一つブ↓いうこしてI市・。

杜隣車帥乃・、以て’Iて1ク㍑も、舶・加作物躯考
専務所、㍑1・ラフ…1レでマれ。

タ梢作躯はもりんその前にてべぐて工、したからね。

杜㍍州愚でし仁。』いうニレは、食牝割当侠か
㍗。剖／当でろ川農林、省て“、板ムη用例度」二府
阜グ1・責任でい何。片峡は自治壮で1ね。そラ㍗と、い

くら農林からネれ剖れ／受ザづ」、地力は々1れ’
ろ乞伽いパ台しれμんれ。」こ〃が、、伯で1割れ7
ろ〃小ラビ、純計瑚幻似に多一ブ＜んで’’㍗。作
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汎は、ごしA存し“ジうに、毎年支十フつていくんてレ丁刀・｝。

 〈ラフろと、㍑紀計調査が工しいか正しくグユ川・。
｛れは農林、省すイドから見ろ端．合・と、使がつ4側、ノ）戸阜

寸イドか9兄4場／余ヒ、工し（について見二方が違二うノわ1ず

でイれ。レえば、肩身す。イダ1からいル、農林一省で純

計調在ぐれ｛刀についてほ、かって川亀）リ崎代と同じ

で、也酵な見積いをづれろか屯しれ・Jい。セれに碁プ’

いての剖汁、迄に紗／省サイドノヅルけグ＿れiず、灼阜I

が伍μ責任〃が八灯州二、作況バ足いという糸、計
詞・幻紬系外寸し、妙が．紬づμρ
タ沸 す・ぼリいえぼ、ヤブ、，み未乞洩マかどうか」い・一うニヒ

でしふう。

紅仰、プ／ドが非串に弦かラた”つは、けとん沙廠国
庫予、担η祇戸、／∵んヂから、楯づブよニヒはでくフエいはずだ二

六、卓、クジ祉自、ク祇民レ〆J／lκ木ら、いい〃1ブ〆次計

詞紅んパμプと！lう”グ舛計紬走凡一㍗
、1一；1。             ・

 ピろが、者時パ承知ル川、食糧難〃竹バでフ
つ・ら、妙弁がジ戎5μ。二うい一てくる。そうブ
ろピ的r二農郁」しては、倒ししても詞・令辛μ請
し㌧結果左落成’ゼにゃいか〃、そうてろと、〃刀ピ

〃職1買で純計詞重ル㍑ていσいヒ、㍍牧字乞ユ省
ど丸け！いという、二場でて。

 したがつて、美濃卑イんビ、作物報雀序柳1を扶合し’

て一科、力細微櫛一に＼れ朴＼／ψ川一について、σ

H〃μ1秘局長林で∵綱をしたヒいラこしに㌃
フていろわけで寸ね。ヒころべ、μ1ノ受ク紙け、ご未知

のヒ＾リ、食後の割当埼乞ヤら4くヤ〆μカ農杯ノ名㌻所
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管／ていれころゴ寸～。！け。て賃派ノ局長小オー
ケー／ろけすパJいわけで／レけ、農林・宅川租立札今で

ろ二け仰1重源舳終、パ川十1けでブれ、
 ㌧／レ、糸も計例μ専ノ／在ニンは、木パいμこ
ハりれ、日去が脈、！灸植に四って、匁ら目．孝j二役

ノ州れぼいMか、マ。グサイケ吉脈柳川われ
ても、目外灯純計が’ハエちで1、｛小rlらい
い、州・。ど㍑’け友プ・／カゲ住ポて・㌣れげいいη

つ・わから㌃い。そういプとで何一も紀れしつかソ
してくいヴれは’、了ぺ／力が’・維紬㌶6にして亡、

し㌧うにいらカ」いう、国い牛叙は俄I元しγぺ王ら
、加、イ杉しが」れ㍗いという勲告／ゾ∫フrニンして、

二ん㌃もηゼヤビ／ラしよう仁々いしヘヤ㌃い力・と青田づメニ

バ、祭．舳に化人いに処られ仁口てソηイイペ俄
元してブハ／のに、創城．死㍗プ」いって、イ可乞仙
てくろんプ、こんσ秋引柏てに／μか。ヒいわル咋ソ
して、青μ。しが’、“μレ個、4～二一般τというニヒて1

わ兇二、レいう詰ていて、打・｝パうれ工氷付
紙をμμパれら㍑しに、孝で老いて・木内
4御九主へ、ヒ1書いて石ソユしに。

ゑ沸紬岩三郎4〃関株てルザし／う。
紅柵4〃’パくて、私の知っ仁限ソフは、在捺…
一い ﾏ

奥野イ秘けμんから手紙伸仁といプしで了ヵ・。
紅仙前の手紙“てμんヴ”㍑白、木内け〃・
詐では、老μんに個人的ピ飯集、紀計技傭汁
ってくれ。とい加れブ↓いうこしは、社1水1／／先生から

真寡聞いて川河・η間州．～㌶部4一席率
            2し
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くん㌃んかふくご、行し’仁㌧、巴いユ寸、

 それで、ジ柵れ月ソ、省1／寄リ日．材、計痢1元山

紬在中立中1、にして、何」かヤろうレペ川～自発
1つにやっていピピろに、純理パノ板㍍アニバ。、干れ
二そ在リに碓ヒ／／ラ底．しソユんで’プμ。てういうバソノが．

、ポけ1，／は刀地方杖計枇バ㍑つて予篶よ
けいフげてくれ仁」、Uんで寸よ、、

作租パちに㍍戻、デよ㍍い刀・カ川；“けれど’も、い工

いつりラに、当時川ノ今年刀も向で7力・ら、司々却ベ
ヒにタド〈才！ケーしついん・だ介ら、いくザ師／辰局長、ノつ前

で疾，ポ．’訪手してれ、つ．て物別れでて。一いにパらカ

たんでIマ。伽吹訂条貢会何はμら。パ、多ライ士オ
㌦いプろうヒいフニ，㌧に㌃つに。

そル正一、紋打一1つ俄雌十㍑図って、伺／ザ～う
じ㌧ブJいグ。純理戸㌣、訂局にそういう一年・れプ、’菜討歓能

一調在けノ会雀小ヤろにしてり、鼻計η小ドこて’ヤ
ーてやグ。そ／μに戦柳し／÷ρ青今！に紬幻発
未、て迎にレ業いヒ、その年ハ免・柔に間ピ．合わ㌃い。一昔

のように、牝れげ帖刀、れ材什イれ川“いい
けれ＾、伺改の材料に／川らぬ、それで’tほいザ川と

いラηで楓秘中化幼μが、．千々却〃、ししばに
れつて、／刀所に納．挽くこけ許ぺ・い。これも
ポら力で、。参考にぞガぞ／・しいラリラブ5祇柵乞舳れ仁。

二〉楯 紬局、ユ長H1村レミシ1一ン〃瓶子てべす力・、

杜へ理秋子ヂつ仁火！1η。
庫、罫紙討局に仰に一隻十して、ヤジれ㌶しハ
ー二いラ川｝、外挙民。会κ女デてか。

杜 リい。美濃却4ん㌃んか／圭匙ヰ・ビつ仁。とこづべ
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千手てると表東卸づんバ青にブユろ小もじれブよい、7；“から

6象衛で’之つかつ仁メっけていプ。て・ソカーガー、刀方で才一ケ

／し匂いんだ’介ら、

二楯く享ヒ嫉が女ケ寸3で’、純計局以中／ろ享が’一

応五イニ〃1ブれ以、、各伽惟洲二．紅色しτ二らしい
てマね。

紅ヤうゼ寸、
奥野畑杖計機栴の肩がわソ、／孫として、機械戊
十、伐州フルで■か。
紅表1二はそん㌃二といただ台んじ’竹㌃いてHてがら、壊、

の誰で’マが、、上、中氏あり」、↓、力でそ”で／可かヤっ

て一いニラレブよいか」、貢1ナ腰川うか、負1プ六’州つ考

ん・ト、Lろへ、こ㍑たダメ。
二楯一 _林硝、κ表1地蘇先生でしい。予力場一合、上帳

知μいラ川エ農林官僚で馬れ以に、立人々学希で’
マれ1そういう学か沌れいうよソ．1、農林省州μ
れ竹ヒいフピ足いけれども、バ栄一考しして弘く作叛
刀ノ存糸純主張4れ仁」，｝れ灯か、

、．杜 そラ息い工せん1あ万人は役人”＜ラいうニヒヒほ

μ〃離れて、やつはソ主れ苧れ㌧、もい工■・、い
までも↓蕨μ1丁一等微して刈η。
 ヒころが、辻藤先〃．ブ農林牝訂考廣一」いラメ拷
いでみられユブ。農林紀計刀敢ヂト考い1うか、法具に有

フて／／仁、これ㌃んか、農林祥）計に一フいてほ、農林の，

ヒが’、工く加・つ仁人で川化、．哀定性が雁休てハくσいと

／＼ラ学が帥稚、いノ級・かみ1〃グクブニψは見てパ／二

7。ブかラカ鼻㌃んかじ液し㌃ら、妥マろにけか万人／ブ、

丸．秤．征小善いピ川魚吹での農．杯純計にっいてはえ
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人で寸、青メーに表した”川ろれいう気仙がみ、島
リヂつト〕ζ・！lη、

二沸 そういうカんヒいう、川L正一しいレ、巴しうんてて。一

方では↓蘇先生川う・J純杵正方がヤ水る場合舳い

小以、！1ユ〃伽純計川一ラ“、秘市及〃
人牡っくっていろでし・ラ。それ乞中米で利整しょう
し．もって台、二“承知ハうに、各省〃州二一川“しげ破

・乞、lllつけ算れ。止藤先生万端合は別」して毛・、一般勺

に～参、省〃て到用玖、仰、・（にプて純計の調聾御能

がしげしげそ刀微税乞孝ブ1μく～て｛ていハいう
1二一ヒも石ソ，工’マね。

 タ、カに〃しぼ、〈れザ、泰．箏、鉾〔、一こ刀いの作級

でイね、丘藤わ生ピパうでい1んでしょう1れしビも、ノ条

、省㍗〉1プソμ・刀源五、川・ては↓隊知牡に長い
けれども、丸れル中でほ、llういウ位置ブげいルがね

㍍い」いラニい篶いでてかρ
柱4．れても仰・川んビパユ11でてか。血脈生〃
ラであれ、くれて毛壮オないハ｝ないで’’刊・。

ニポい〃調蛾憐川ラ〃イ乍紙｝刺卜僻にで
“Jく六エフ仁μ1’けれども、把才純計機憐乞＜ハエ’つI

しフりクに、左廠穴把ん地方事稀東置で笠循してく

れ仁れ。そ水に打㍗地方側刀反ノれいう川、木取
必ヒいラこ。しで㌧丁カ＼。

紅水純でブね。財加担バ非亭に瑚か／‡ブボ、

か小ソは木歓ルでブ。ビニ㍑打ηピパμリエ
↓μあにか十で’皇理なん小ヤつていηが’、それに対

して“対でてね．ピろがイ．ういラ㍑が釦・れ～
はプ1、駅狙で■。．
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二棚へそ虹4んが九唐あがけ・1・lIはヒナがμとい
う川、そ〃地方純計笠仰ニカ・か力ろ…・・一、

紅そラじ一ヤ々＜て、仇討法材1｝け刀祇計納会。
私にとってlJ、仇討η講習なビヤろにっいても、わい
              ’う．肋組織が“1として兵、った〃’イ／勺かフμ
／・う）とでプね。

奥野6冊〃旅1抑紬〃こジ庫納と議椛
仏μいラ川ユ、仰叛小でぐろいの詰り刀でマか、
そル以地方細す機物話がで㍗てかパ麦η二κ刀て’’
！丁小。

仁それがで㍗がら後．。作物躯材彩所切阜〃に
化合しよラ」いラしくてマ，作物ブ荊力・らあろんて7。

タ沸くれ以パ終稚俊、戦手中がらていブか。
東野垂／はブ、イ千祇はμキ州で’ブよ。1㍍孝うが圭

た．〃・2碑／月て■。

紅だから、い口く手はれれてい1〃てrlい〃
准橡川碓小’、

草野I／1衝地祇計御格糞偏辱綱がでづ㍑バ7月て
っか州、3ヵ月くらいあ、くれていろルて．’ブね。

オユ／雄いでプね、

真笥イ腺〃が先行レていろかブて’‘フね、

夕沸そル“禾似頼長バて’’刀訪号といラ川、
紅くんよく覚元ていら，しゃろて・’しょラ、

紅衷語岬得意てべよく兜えて㌶ん’ね、

ク沸か川率リくヤ小加ブでブね、
れ木分やノエしけ・尤島れ丞禾ピパJいけμ一も1
座れてい勺し仁、依小㍍ていろが．もしル㌃い。向こ

う1以我’随武／紗未てあ・った〃伽・てつ。オμ桃
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4いってt紅〃茅子〃ろんでマ。これ1市M
。合作祉かク東仁に碓静生でメ並くれて、㌃小伽・勉砥良

で千けろん在て“ブからね、仙人レい二州一緒
に朴が川よしで上牝行1仁〃でマ。汀わ中で’、
彼が引・之楊ヴてぐて丘琢㌦パ‘｝、けら、そガ

比聞之ユししげ＜川フ4れて舳・、たけμい
も、ス姫が碓采に／緒に石・つたんμわ木ソよしヒ。

  紀箱課長になる

奥野 λ。中ぐんべ亡く㌃られて、z≠身刀／月にわ二ぐんが’

締誤表に篠ルエしたね、それ‡で月間、いよ〃話
の泣柱㍗1すμへ古、そボろは、締約謀表棚げつ
たルで寸つ・、

仁一そラでマね、課長耕佐でブね、
泉野 あ月二ろはほ乃ソ課へは彩られユゼニんで’しεれ、

虹彩リμん、
二沸 当時、課長しいう小派・務課表てマね。

紅絵励課長はム中ぐんて’てかラ、㍍彼皇一・・一、

タ沸  内腺くん小・泉査課長で一一。

紅内紅ん小泉査課長ていした。ギで内紅んからば
く1丁抑に教化㍑んで7。・μ’郷小たかヒいう
ピ内紅ル1伽沖牢に糾かフブつんでブ。ピる
か＼締紙。ム中比仰気してあ’、て、1ブく山一中～
に紐、台その杷でつつかかフ仁ソしてあ㌧た，とんで介う、

中行和桝に拠沸似八代姓くててくμ夫濃却ぐル
にム中んがし・う仁んだ一そラて一で。

 そういフブニ1れしども、で仮ゼやヒて古い小点。ノ彩が・」に

か＜ヤってくれ㌃いカ・、ビいラ詰ブフ。仁んでいプ、・そんブよ
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こヒいフ仁ってでく工也ん一と新フてし中ヒこうクム中

4んが亡くブニっ仁刀で、いよいよ、「みん㌃岩小ブユったら

いいヒい、ていろかけ、てくれぬか一以濃却ぐμ・

ら脈いわれト・けルも、，㍑いジ払は任にル
で∴断1ブつんでプ・

亡くなった切が細くてイ寸似つ・ていたんで〃、

切にいつ｛、「われわ㍑いユよで六支かわいがって
＜ビ4つてい仁んピから、そ刀木匙ある美濃幹くん木糸た

稀課長ひ㍑いっていらつしヤろ。私けビ川っても
いいカ・ら、美濃砕ぐんに．も及し乞しブJいよプにとでほ

ダメでマよ、そんブJ話が〃戸5ら兵一・受けしブ5くい、」！・

つて石・つけら、々度1）われけ伽、㌦や、しよう榊

い・．大ワリユし8う■ヒいって糸倉移牒一艮になフら」（、うい

くぺ／フが、兵りユて。

三ノ猪  内藤、くんヒは・…一・。

走L そのしぐ内張ぐんが反対ヂフ仁ルでブ。泉在課長と

いう川玖務課表万千につく川う一一。
’三沸■老這レ、紀稀課長ヒいう”は毒ノ右翼でしょう。

紅承虐更だか今、東在多←艮のノ1二真っ総務課長に紅が

心〃反対μいうλでブ。
ゑ、沸 年鎮自つにに一一・一。

杜 年齢は内衆づんべ」二で’、大宰も」二でマ。易万人は末

郁μで丸け束末大学でプ、雌杉んか州馳ん小
尺舛ヒいうニヒを聞いて工1フたから、「内腺くん、あなた

がηっいいいレ〆ユいか、げく1碓長に7μうヒ／ナ
台，もって～／パら、ブJついいいレ㌃いか一ヒ11つ仁

ら、「それ1地．仕、砧佐古〃小ら、．ヒ、内紅んが．い

ラわザブね。
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 美濃卸｛んに「内裸くんは反対だ’そラ1プれビ’も、」い

ってお受けし仁わ1ブでブ・そうしたら、内紅ん1〃ラ
も篶しラく／〃つたんブ川。ノ寮査課長は千ぢ、紀誘．殊

表は工ρから、阜μにメレ乞伽惚カて紅がブμのほ
ピ1か〃、ぼくの印象でぼうでマれ。々七反す何〃ど
いつ移曲がつい。手締諜表けμ“、二ういうんて．ブね。

それ～パ！ブカつ一いいレ‘ヤq／／か」ぼ＼けいフ仁。

夕沸やはソ彼仰の微構でに、そラいう）｝〃のか
吃しれ‡イんね。

  全納落のλ

毎貿仙後、左手紬の話に山一わプてI千プれビも、。全
国純1寸協会左合会、こオ〕丁未μんべ主ヒして・縦4れて

ついれブ↓聞いでい汀小、そハ江ηヒこれ…一・・。
杜それほいぐく刊・らいいユ寸』、〈1う中し」二、プヒ

ように、稗幼阜の糸㍑寸詰’習姉派討考更伽κみ・
いてて… ﾁしゃつて｛てあ・つブニわけで／ね。ヒころが、地

方の受ヴ4して、限られけレハく、ニゼヒ狼紐
ナ〃も左1プて、開放自つに講習会をヤつεけラかどいう

ニヒに㍍った、等ブろに、扶柚納舛及寺菜で7。
調査艮〃舳壬1ら㍑んで’マガ・ξ、訓在更の逸柘カ』

か．ゲ県くや．ったら．ビ〃、そうブ1って・ぐるピ予
身の判約そ川酬リろ台んプアヅら・、石んユノ拘束づれ

グハて、・何かでつブニらと’うつ・しいうパu、それレや地力

に仇討協友乞っくラたら」いう卑が浮かんで一’うたわ1ナで’

て、

 ピろが、いエゼも覚元ていエフか’、礼参ナ香更刈ユ場

所乞工＜目≠生命刀分星に石つ仁孫。計桁兄会〃友議真を
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椎ソて、広れヤってみフだ。予れくに、森くん1蝋
討協会のこ川井弗に紋血ρ’フ仁んでブ、森孜樹づんも

純計協友乞・フくった／人で7。木内先生けイ孝賃以〃
うフェ感Iビボフーアれビも、夫東邦ぐんがあんエソ復成し’

              ’〆Jが、たて’マ．ね。

 デμ“そう力・ヒいル、イのけに／ユ釣・卑ろピパ／／

つ・しいう二しで■ね。椎待していく衷ノ金、あるい助動

復一一全伽他”Lラヤフて次7κい。結局刊｝杜にユか

｛ろという刀がそηノ委触の誘九方〃繍にれつてし
‡つ仁。秘」力・何か刀㌧でマれ。

 そ二で劣〃非常．な考労が始工ろわヴでマが、ピラヤフ

．て逸彦していつピいい州・。てっかく、全麻国庫夏担で1

、全国。争月一県に日牝計正二ヵ斌夏がみzんピがろ、千9らかう

抹、計協会へ年会責の形で’亘拒ノ金主主、〈4ブニらビうた＾ろラ

カ＼ヒいう∴で、移．」二1ブした．らみん7｛して㍗イてIマ。

 介してういれビも、てれが会計枚査舳株査にテ／つ

かかったんで仲・田1篶中舳一却の泉で、友〃し
方が＼国かられ国庫負担月中かデηユエ庄！て｛て
いろんでてね。ほ・く．雌細作がすビペルブれ以、

ビラいラらしい。

 仏1抑鼻に‡かイろ」いってみつ仁ピろが，、そう
・いラ芝公州打をした戸身、が、ちフた含んだカ＼ら、杉す枚

在脈、に伽吋グハれ工して、椎専二小ソ〃寸二といラ
局長乞してい‡レト人に私小痛カクヴられユしト。でこれ

け衛で詐欺行為じパい小。ムレてあ・いて自二分ノルこ
ろノ）緑」多す協会ヒいうよラ／’J」ころに叙ヒ木く｛て．しすって、

㌣れ・｝）介しい・、

そか、之・・弱って、白木（馳1れい≒〃・吉崎／会計枚
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在帆の純砺諜泉乞してあ・つて、検査帆長に毛勺フ仁人で’

／8が’、これは身欠、η中学時代から〃毒礼反ててから、ひそか

に相談に何フたんで■、「白木店どラグ、正真にい一でし

工つけがいいのかくビtうなんビ」ヒいフたら、τ正真に

／＼んよ、そん㌃㍑はたいしアニことパユい、不吉事項に

川、4帆／ニヒにηから、弟パ枇幻6，1帆
㌃いように守るから、正真1ていえよ。ヒいつブニか÷、正

真にいつトんで／，あん‡ソ何度も利フ張られて、板孝一

∫がソにやられ仁から、地1ブてみつトんピ1プれども、地ノ

ザフジパグ1つて加款しブニら、正真にい㍍いうからい
つ仁。

二相沸逓力鼻の彬／協・会乞盈｛一げ問創川い。

柱1小はな／／て■、地方庁〃炉η貴昌パらグてく
れてみろ々ら、助かろんてワ、は乃・ゾも川ブ予うピで㌃

くて、うユいく石いにし㍍ろわけでマ、旧ソ衰目ひ
ら肋戸が伺でハうどいい㍗よ。ヒころバ、国庫亘
担。全ヒいうけつ之ソし仁貫目刀中かシ全国系乞書す協・全ノフィ会

衰乞牡してぐたヒいラエすいこヒをヤっ石や、たんだか

ら、ビラしよういJいて■よ。
 そうしたξ左ノ→フで、法身け二目酔いプつブニんでγプれ

＾、便から調べら＾ていろう引二、脂汗が水㍗て、
’気心見く々ってぐ仁。1気抑長くグユった一・ヒいったら、

往え〃どこ介に連れていって、休んでいてくれビいって

体再工しk
  いしい、気力垂に紅川’ラ人は、百分力〃ソ／一
に）わけゼ炉㌃い刀に、一生起命にヤ1つて、脳復止か
伺っ・起こしちヤつ仁ヒいラんで、予れからで！）ぶ人でわ

らが＜ブユった〃）っと、正真にいつμいうこピい、
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妥㍍に不問に倒して石㌧うという二〕て・よフた。㍑
タん臼未創・ら口沫んカリつμ．1もいエフが、わいう

エピノードか’、全国純計協ノ会の設工に絡んで．あソユしに。

そ刀像はそラいうヘユブユこヒ㍍レにラまくいぐ工しに。

 い／っ。左紬〃才μどク㍗か、こい承知ルエ・
ソ、1・九沢の紋匁環、これ〃ラして・手に入れかヒ’い

れ、そルうは丸㌦ないでブ。ム中比力・1銀†てがらカ
禾乞楕リて、第二国。人かなんかが持ってい．て、廊千て娘

人が’劣って幽霊力付べる」いうラわぐがあれ／昧丘買／・

牢つけ1すゼブ。仮の赤れ功積てマ。プJぜ買い取，た
かという㌧、みん㌃が未tの」二に寝て。ろりんてこヒ小あつ

仁でしい、た’’から何ノ。い刀糾加場所れ、辻っ
て寮にしアニ。

 その」｛に、それし一ヤそ刀寺旦／柔物・件でオレも．！紡に力

永貸してもらμか上いつい化くつつた．た手（㌶）
づんでプ、ふ中に非苧〃ヵ㌦くて一1、氾田戻入づん〃

枇孝1彦沐反省でヤっていた、そ〃1や才レ影ノ金ぐで
ても＾〃・ピ1一て便乗して楕左しに。．水手ぐ．／し“

川脆しアニらレいで↑ブれ以。

 そういうことが一あって、これもム中氏力ψう小1ろつ
もリブ。トノ（ノでし手ラけれども、尼んレヤっ仁でし5ラ、

希一もあそ二にxれてもらっていに、在ヵ＼糸た・務課二艮をぢ〃

ラち∫プろ／7刀理由てH台ゐ1たんで’ブ・この刀禾どラ

仁でつ＜るか、払刀よラブ礁俺カ者小ビクヤってつく
〃・ヒ考慮しまし往、

 ところが．俊でそ札桝いした。紀反．余市全力峨も

ってぐて。伺とバしいパ＾れ！／うので、不動産屋
λ仁し）qもんで寸ブJ。国に買い」ニヴてもら兵1ラビャなし＼
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か。木戚。雀か以て者1木（一名）くん刀秘老乞泉くして

企向して之で総務紬祷佐してい‡し仁岩剃美つが，も
い7いて・「国に元ソまし5ラよ一ヒいラ。でそれはいい㌃、
といって、た蔵1省η国力財産一課に坪度十づソざノにカ・1オ

込ルで、遂艮行がタ月利，包はどんビIんかぐんでう工寸か9

とても1嚇乙で、老刺君ヒねばソ込。んで、ちょうピ失納時

間ゲンざソのし之に／ト切手え切ってもらク仁ルてマ。〈

れてい充／込みに／納。後で孜卯戦フ徴クで仰。
三沸仏稀肋省みト川っしたわけで’■か。

亡国が買いユ1㍍かタ、総理～俳にしい、一律
・は丸1りし仁んで■よ。

 そa1劇泌じ／桐して、循、全を丞しけμけい高
く元フたで巾・ら1、それで全紙追州未小ズぐ仁、〈二

で地か・ら紀計講習余に兼ろノ人た～宿舎乞、い〃純
友衆と同びで、ビこ一がにそれ乞求カようピイフσいかとい

う乃えカで’、いまでハも忘れ・もしエイん。、寮＜査課n／1・島異

君小∵ふ・ヤ川元ん仁いし、美は家乞充ろラと、巴っていエ

ザビ人くら／・／あ〃・と聞くと、木杯いん㍗れ・
「それレやひヒつ全糸丸童に云ってくれブ’ユいか、cいいで㌧T

よ、兄戊」相談してみ工寸、という詳で、オーノ7戸して

くれて、あれを全紙左〃州二し、紋反棄」し仁、

 その看板傍・くレに．大内ん生1培いてもら叶い
ヒいっブニら老ケガという。カなし。椎兵衛でけ地力がら

未以にわが｛いから、・私も舳て〃μ備奴の
竹考いた、千手くそて“見ザ」ヒにいヤに㌃つ仁けれど

も、いしようもりいでマね。希、カ・、・全国紙計協友紀皮

粂一の看板乞毒いμて汀。ψ州伍、径のルの小島
彦刀艮でブ。従ていそれは他にたったそラいル以、そ
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24966

のノ穆」”全孝㎏の財産刀差皮に行フてそて／、ろといんユ■

ね。

草野／1・紅ル脈栃け、仰脈友夜レハ5．くて、
牝封会館じゃないで刊・。。

紅純計会館た阯けμ台、初舳、私抗使で脈反療
ヒ孝いたと．迅い工て。

奥野左国純計協会直合左紬友療。

紅そう名いμ．もい打、
タ沸 兵際じ秤迄有兵η大小・工末してよく利用し仁伽プ

でマガ・。

紅利用しトでプ、
草野ソつぼ㌃象でし仁ね、
紅クつぼひ家で、利用しユ。しは。

妨広くていい庭州．つ｝で刊、場所ψこて叫し
たカ＼。

・紅剛映凧ヵ・らプくて汀。ノド師、〃プ｛ご承
知れエリ公ふ1れして郁ブJ／／・島一一・・、

東野一／／・鵬水でしょう、／l・島紅〃イ弧目で■力・。

紅ズ名彬↓いって1はレらね。
羊方言 全紀違ンが結成4人仁刀1ユ対与のZ月7日㌃んで’1r

けれども、二の間後藤工夫ぐんに聞い仁らそ〃石年荊刀

れ㍗二㌣ふ逆算㌶㍗㍗㌶ラた㍍㍍

でプ。阜翼者圭紙計者更んψして、款計妙をヤブで
く㍑／／つ～、μ後に穿／回純計紬べ鮮〕ヵ・れて、」

柵、左ヵ・で生川ラ、1イズヒ主いってあ1られました
1ブれヒゲ・一、

杜それ・けろセいしょラ、したがってい〃孫、計講習会
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川う考／又寺美でプれ、紀計大会岬励・にぞ川豆そう力・

もじれユせ人／、そういラニと力＼あって、」婁Lは希え多寸謡’唱。会

の受寸皿白γμ川〃う7〃4・というニヒでてれ、そ
れ似にプ細れ川、“賞ヵ・で㍗ソして・、約す
柚則水いに彼立フ．てい灯｛
劣循都道肩車で蔚1市川、刊〃客城．と力・・一・一、

杜彦城kル’！、茨城川田享，かμか、ノ広島の
木ム霞工｛ん・ρそれから，着（lllとへ名す尾、光秀在の羽希一

丸ル事故で亡いフけx広／づん、〃人台そへていし
仁川

  抗訂妾更会専稀、局刀仲間

二相抗計争夏祭柵局〃ノペノ／ぐ一は、μんご直れ
木．隊カ・ら引之楊げ’てこられて、一ノむル…一て’人ら叶

んで7けれビ台、わノ、あいにいう・け化ころから、入って

作で．し5ラ。そ〃にほ内海／、庫一昨）くん」か、井

エ（㍑いんヒか、満鉄か〃．）・い‡しトね、
木」 満鉄かうη人ほ、ム中氏小Lご身（知グ）ヒみ1ノノ満鉄ム身

でてつ・ら、そ刀細女で参考史）＼ってエレらよ、

劫紀多ヤ委肱舶刷二あ・られて、仰・一て亡く～ル
トψ乃・いう、滴欽から去られけ似着を紅くん戊
に行フブニル乞覚えてリろんピけれけ、プれヵゾェ。

紅後紅んでいう。〃ノμ滴森で、ム中氏の牝草
柿でマ。ム中れ崩株の調査局弗化非亭1ニイ戸～か
つ㌧ルて’プ、けか仮簾4ん｝鰍で謀長乞レてみ1斗
はででプ。依襟巻隼ぐんほ、こ÷だけ刀話ピけれども、

戦時中柱翼で引っ張られて柵‡っブニよう㌃人でマθ

三相 そルは内毒4んなんか知っていたらし1）で’マね。
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内春勝4ん1ルういうルー←で。
紅 あ万人は南工省にあ1、仁んレ作ブハ1でブカ＼。

二沸へ之㌃っけつし午つだけμ｝も、失身1涼
耕木学ノ）法学弁でい7れ。乗末肩”役人もやラでみられ。た

ん㌦ないでてつ・・

紅ぞ川π＜知ノ‡征んゾれビも、．私ベフ紬してあ、っ

た州叱し柿μクレ．巳いエマ。商工省にみ、られて純
多寸バニヒをやっていろといク多舌て’’レrし。

硝そ、ラしブニら工わ〃／レー！一で刊・ρ

杜 いやいや、正木イんが丞．ノ産省に入られた〃ばず、ヒ

像ててから。調在蒜、計局が‘で㍗、工木づんが肩長にな

られけ“こけ兎一んでい汀。これkパれ帆1。
純計大会べあって・俵士碓泉で叙夜マーンでン乞奔放飼

づん、エボボ省、砺々ル／登にん絡）4、
好μ以たち小ヤブていて、．私1μ一プ千ンいい㍗て
／ノから、馳いか州かに却紅いれ／lったジ5t化
いう。引ψ間で微衷レでやっている。そして夜が州ブ
てう一仁、「夜小’1打て之～・ら風呂1っ行こうしないか・

ヒいって、みん〆Jてぞろぞ．ろ行ラた。内心しヤくにづわ

、たで一■ね。そこへ電報が’夫で、工木4、んに7ぐ帰フて

こい』いうこ一とで1ブ、喜産省の調在仇討肩表先々五それ

で初幻て知ノエしτて。

その荊｝岩武照彦4バ調・鋤柔をして石∴フたんズ

て・内藤4ん力ψ’二に工1クμ刀が、課表い・狗」かビや

伽・、たてて。

二，筋やがて素た秘学例4てい村しトでし5ラ。あ
れはヤっぼノ肩浮4んでブカ・。

杜俵はご’承知ル川に、秋後グ／レプに按ψして純
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計に＼って力・ら非・牢に・信叙力作か、μんヂかザ杵に

ナ。内4ん、肩癖イん〃椎属だ↓げくト丁、もいユて、

二相牝計毒艮紳沸肩のメン／ぐ一〃で、特1二異色ヒ
いう力＼印象ト玖石川ブ・中ノ宋勲予くんつんかゴし∫ラ・
・紅中派勲、手君で‘し5．うね。

三沸 それから、卜杯（義絶）くん。

オユ 小林声仁そラフ1ブれども、ヤブっ・ぼソ勲平彦で一しよう

ね。

二沸Q，C、よ、噴管碓ブルか告彼が∵・一・・。

仁品質管μ与門μして、ネけし／二一1！‡！だか

らね。私・は純計用語辞典セつくば！仁小、中原動、手岩

ブルか木か養いて＜！いノ‡しμ。、

二楯〃用語辞峡の〆なんかしげ＜いアフ〃ぺ用
イ伝。いし‡した。、，

  竹管手峰課長ベ

ク淋純計．毒更紳形ノ局の緬紙がろ、。今度、竹刀

手峰課．長〃7年に伽μでし・ラ。〃し1〃フはソ官
実として一“ラいラオρ叉1一カらイれ得／μ・フブニんプ

マ乃＼・

紅ぞ梢乞しユれ、行雄夏会廃〃閣議米尼〃泉
に分って乱計季夏加倣．狙づれrズレラ・。・〃いに、
仇討孝夏創エ紋討果議会に、序形局峨も計雀牟局に心ラ

た。，’ル所属しい・川うレ行政1紬庁でレク。廃
止にブJ、にいに稲1峠』いう、木威伽・ら来てみ1っr二
のべ竹改管理方刀官碓却ρ体者．弗長してみつ仁んで’て。

福田μばくは執し＜て、し！．つ㌧う行フい斗た・ソ

してみ㌧ブニわけでレブ。そ刀とくに、福田肩が、「才レはも
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ラ六鮎に戻μ。従峨が秋孝課長ヤつてくμ、安
～仁“から一 ヒいラ。

 ！方では、木内兵衛化生カ帆計から缶ビ川＼長官菅
利逸ソ講に〃いう〃て“、、丸に孝拷誤表にれらど．

うブづ上いう話があフたんでブ。「それはあソが手！1こヒで

■、ヒいって、これほ木内先〃推薦でブね。い工で台
免んでい‡7けれビ台、国会へば＜乞連ノれてしはユして、

野洲ρ／4〃当伽違款大正幻イ政管理ノ弓采官で、易
〃人はご承知のしみク、純計季夏祭ハしぞ”主多ナ局長で1

てい、デ／〈ノ牝計に赫が深い人て“プ。木内先生に連れられて

風伽M大㍑在室に㌣ユ寸と、野μん力・’、τ先生、
何で刊・。。木内先生が’、「衷は、これはう”総務課長な

んヒワμも、秘考課長にイ受ってくれプ川プブヵ・∴単
刀真一_にこうい小れブ・。そしブ1ら卵づんが・二つ返事で

「牝圭カ｝つしパ，～者ル．エレう、、これでプぐに発
ノきに〆エフた」いうい之イつでレす、

 そルくに、美葬却くんザ〃立中1祇計香更。会に
伍足で’砂衛フかけろ∫うブダヒ丘でろノというこれ
い十れブ↓いうニレ乞耳にしましアニ．、々せかヒいんぼ、

茅ジ農却づんには私万人事刀弟が恐らく入ってブJ4＼つ仁η

か合しいい・木パ〃推薦グけ〃．ポそれへ
匁に伽〃か何パ、氾蝪も一価行管〃老化
竹㍗しブこ～ね。そういう二け聞いてみフたから、
働略余の序工て｝ぼ＜け声因〆ユゐいぐっし仁んでブJl，rわ

れわ～後足で紙多ナ寿更ノ会に！竹かけ〃川ご川い

仁し㍍ん、林計萎埠局ル生こ㍗ろっ右ソで川
工7・，、二ういったんでIブθそしてぼく／功伽孝け〃
にだ分σっにつ右リであリノ‡つ’・
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 一杯後は月ノ合剤以官μで’・∫、アニくらいで、非羊

によくブJフたんグけれども、そη抑カ力とく力・与あんエ

ソ不利に戸5らカハにレ、巴フて、秘孝課長してあ・フ手て

てから・ヤ．フ／lついで■・

ク相当時、美濃弁づんは似で’一、ノ紙に一㍊話何
いで木内先生々叩つちゃつピ…・。
柱  ヒ、もうルていブ5。それと同時に私と．！書美…農却ぐん

にいらてみ・けぼよカ・小かれれ二せん。そこ一いらか“あ

る〃・もしμJい1券たして川フェルたかビラか峨1州
1プれビも、そういラ、∫、うに聞いr二台んでブから、速。別・全

ヤつても一一らつト余場でわいうこれいつ仁二一ヒを多乙憶

してあ1ソユ寸。

  純計詐局州舶、

ゑ瀦ちいと時間が森、MでIマ小、／局削減で純計真
孝局小っ、サイれユブね。あηとぞほ加づんは科学枇称シ青

でブか。少しレフェソー榊発言で結構でいブ1プれ〃、

純計川ラ川ユ行政象理ヒ／lうか、そクいラいに弱い

んでし5ラれ。

紅弱い〆1は、二ついう二｝いえル、舳ユブ、糸訂
孝更余のとそ．にノ（内先ソニ生が’いっ合2更し、てあ1ら4／し仁クフ／ブ、

独立しに行政委夏会と小林してあ・つ・仁んでマけれど6、

㍑相当大け持帥い、妥てるに脇に＼れ／／。純
理た艮真展でけあノエプが’、純屡㍑1玖括看ててから

閣議でμ代表白γス彩1丁で’｛ない。1扮彦のあ・μん
ヵ＼紐靖在疹カの六艮σんかしてみられたで’し5ラ、木内

はμ合喪μんにょく腹んでψられた、閣議で二う
いう路考左してくれ手ゼん力・ヒ。代理発宕でブ、非串に
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仰々、が弱いんで、弱ろ“と1乗いでる1ら㍑し仁、

 ル、系紅彦ルいう古川ψ力団住乞椅いいヒいう二
しで’イね。各省にけμ舳はいフ1プい〃、と二ろが・
純計町工て“易って、しかも議会」は真椿に剛糸して・J

いんでしノアね。ピから江カカ、かつ・タ㌃い。

㍑〃、仲約んかノ廃止しよれプれ柱μべ
力・力・るかプでプね。ジノ弘知’れ川、存権の紀判を外ゼ

くらい肋1付／1、㍍荊からいわれて．い‡しトが一、そル

グμσあ・作絢J不人受㌃んでプが、そμ川によ山根
があれいうの一は、農林省』いラ利培鰍乞椅つkバン

7丘 農林伽川ろいμ力団倖以肌て／）ろで’し
／ラも予れべ同時1っ昨報ひもパで応後してくれろわ
けて’■ね、

 仇討一雄川う川丁、そこに非牢に弱いピろ柱で、
ぐるメノレ’κ㌃いでしよう力・。．

か度の仔欣μμいフ．て、で之れげ！券結構で1㍗、し

刀・じとラていしょうかね。ぼ＜パ㍑λに複成ぢ1ル
ビも、過一友の例にあ・いて、洞野（一郎）づんのμにけ

つ之ン加・つτ1。並に政形グ疹が、けピヘパ八1でマか。

いハノー〃1い〃いう。．二け六荊創川してお・つ
I仁。㍗ぜカ・川づたう、減ら’けシξ二の産キ失幻〃・

てつ介ら、官戸で犯ルていろはかしよう小ないビいう〃＼
苅野づん、ハ書い．分て’’しによ。乃月二ろげ・＜げ枇考課長レ

て‡レブニ～、内．惰告知って衛。

 それ1パれしして、純計ばかバ〃い和ルれうに、
帆’微悔改牛刀祇雇μ化かノ1ぐ〃レいうピい工い
、りうに、糸われ栃更づ〃材が非牢にラ／い、

ク沸・中主なろが砂えに。

                3ξ）
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紅レたがって、、全糸泣ブユんかはわにつがあハず’パ・・

7してくれる」，もうんた・1プ牝ビも、ノ全手ん直も・それブげ4

カは・一…。

多沸全紙由沙度森1化生が会長1川らルて、助）1肱）
岩が序荊肩采に〆Jつて、われわれ一台外野で、ケし戚れ

め挿しよう以いη。杜くん告。れしてみ蔽いし‡
プ。いま工で’全蒜並は、はつ之ソい川”そういう刀け発

揮しブJかつらでブね。

 未分荊に雑誌㍗㍑㌔力・σん小で’、紀計ジ幻。周年ヒ・い

う㍉でぺ紅くん何がみ考へ川ノエしたね、伽寸法がで
グ、ψブニってみて1やつぼジ何か手を・フけブバブれ．1プ

N仙いヒいうこけ老いてあ㌧、灯。い＆うんてマ。

紅／は非牢な問題は、例の秋長保護州雄れ足いエ
ゴ。これはノっ”．中心謀雄でふろんし’や〆Jいで’1乃・。1真

果Iμ乃・、哀史性免雄株■れ力に二そ秘裏准ぎ隻妙、え匁

弘＜設1ナμ1ブで■ね。ビニ〃・バ、公表と私製株萩と！／

ラも川・vういラ閏休に立つかという一二とてい1れ、ご阜

知れ川、I1級公開の紙小旗んげ！つてμんだ’け
れども、純計も／っ川級でブね、

 ピ州、機械化4れてくて、コンビジタが人1て
！、ろジコンピジ〃秋材持〃う7〃ルいラ
州・、純計に限らず雌にフエって1）ろ。い‡パ・うに集

計が微械化4れてくるピコ／9’ユーク利用一心任んにブ5

ろ。そうプれこれがどういラノ∫一うレして秘酬蝋謬イ
れていくんた’’ろラかどいう二上が’間ノ題に㌃フていろんレ

ハ川でマ炉ね、てれし同時に複写微が非・率1っ発彰し工

したね。伽で’げソン1イ片。ンスカ・で之川ろ。
そ刀迎刀ピう乞ビういう、、；・うに坪ろニヒが’でそろかヒ
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いう〃吹多仏〃牢な課座し’や～・クう小以、てい
‡寸。

タタ惰  し1手工1つ しゃろように、情報公開とフθ〃イノぐソー

∠いラのは、／／つ七二律茸ゑρようにい知れよてけれとい

台、1万川く1衛れは晩ってい〃レ，パ川かレ．込う。ブJ

ぜ介川うと情報償姑的1っ篠ってぞていろ何、いっ
てみれば官戸で■よ。ててから姉ほ極ヵグフツにし
て、才一プパニし・川↓小フθう／バ．シーを侵ブ尼隊乞

待っていろんで’、オープンにした．らプ〃イノぐシーが侵ぐ

れれいうηほ、ばく1凧砥’材が〃迎・でて、オーブgン
・にしついて’一．、独占！てい6二』が、いっ修くれる介加・

川いいψ陳に洲崎間づらぐれて116〃’川いだ’
ろうカ＼し．もうノし・てレブ。

紅パル〃、ラしでれ川た↓私合，1もい工1。ち一が，、
二い M和川どあ1ソ、惟人ヒいう刀／ブヘ移乃、刀つ1ブ’力ハう工

いヤっが係くグプノ‡寸かられグ予れで破がいいという二

π〆プ／ユ■。たと広げ、国会洛弁㌃んかマいブいけ
ソ根けろヤつつが揮いやって、引っかかろヤつは破が臭い。

引っかかろ州噸べ桑いカ・ど’うからいう』、真集乞語ろ
カ＼砂え。に引っカ＼つ＼ろ力）合し4しまイニ／ノね、それ力＼’手看と行

政1玄戊いμ処い灯れ、

多嫡雁かにくラいう問愚州川プん

  そ刀他月二と

三相そμ・弓列の話に㌃ソま7けれ㍑、地方抗計紅
楯れ之に全成国癖真担て雀櫛してい之まし仁ね。指尼
牝計㍍ん小全厳国の其・全でヤ、てみソまプが・、二刀端在

に、自〃と国」州イ糸でてれ。惰敢公牝いう舳、

             4王
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！般には／／ユプヲイ／ぐソーが存塵に々、仁ように、国民

個ん」国”閏低で7けメ◆＾、自カイ奉州到に列して惰

叙公開丘也・ろ川うか、そういう動之カ㌧グ〃てく
ていろようで寸ね、神界1リ鼻あ仁ソを中1）に、

’機酔任専形けレまブでしょ・う。微関孝任くれけ
先の自治枯が、才純紙計刀、千請』いった脈いけμ一

も、未偽作紡け左や〆れて、柿報紅が之〃て．禾
・十ゲμヒいうニヒカ＼、は“つは㌧フいヰフれてぐてい・ろノして∵ブ

ね。

 そ川場今に、ネックに㌃っている州ブ、自岩佐〃林計
浮動が必でしも弟．発ビ七ブ5いヒ／＼うこ」べ隊にあろんじ

ヤ戸Jllで’レうっ・。中来の1二弟ら1けでっ．て手い・ばいだし

自洲〃独舳純計乞開発寸れいラ動仙ψ微に弱い。
地わ時イれかいうわソロユそういう息〃■ろ、ぼく
のイ国人的々観測てい乏・いんて“マけれビ毛、

紅お、っレろ以リゴしみうれ，ヒいラノ1け、十失η
純計にみんぶし仁方が財政負担力＼・軽い．」いうニヒ。中央

け吉“幻財玖薙でブけれ．ど毛、地〃政バ双紀に
棟していろわけでブね。中央叱苧が六小ぢ’けに、国
イ孔か何とカ・でぺ引二見ルて肋む・あらわれてゾ5い、ヒ

ころが一、地方け切債川って台、自勿＼白わが、弱／）で．

てカ・ら。

 という二とは、純計詞在川カネがかかるどいうニヒ
でてね。σろへ＜カネがヵ・力・川いで、中共にみ’んぶ’レ

て間にか小せよう川う有力に行フていろんピパ川で
寸小。・一1良洲くんのようアJ紅清1手ガが自分力手でいうユい手

乞放んでくれろと、非常にあノがたい1アれビ喜、

倹藤工夫づんがいフ㍍〃J㌃つビもれ仁小・、雄かに
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そん・J二とがパ／エレrし。予れも／っ刀動徴に1”フて

いろでし8うけれビ台、左糸憧紬舳発識／ブし仁心押し

／1けらμ川私で、・辛労しましに、μ、垂細〃バ
ーラトで、剣，㎏紅れ、“紡七μいラから、
肩浮4ん〃一られろ前で’、財政〃茎痕η雁工に考、芳した

川う話をしエレト。

喚費兵・打州維に仰板術庁まで着いて〃んで7
ね、科1享粒怖．ル疋官にあなソに々フ．仁何いっからい

つ寡で∵・・一。

杜 次官に㌃つていユてんよ、、床手力／白長、振興ノ弓長、

俳幕議・官、μ二は技術尾でソ∫い以官じフルボと
1二戸ユ、てい。ろ乃＼ら。

草野戸手力／弓采カ㌣で仰。

紅いえ、初川ユノ会計課長でしに、。会計課泉で水向しま

しt、床手力局長に”工しτ二、床抑局長は伍々ネ義
武’氏刀考乏イ生て．zイベ目てレブ。そ1れカ＼タオ展」契局二艮、それから一

科学東浅・官に㌃つて、昭似／卑に丞．官し‡げ、、

多瀦これは局長刀工でブね。

、紅〃この衆議官川う川水屋真底で次れ同格々
んでべ1．4／れ月在官、舳理化抑屯所刀碓孝に㌃ノ
まIしブて。それが木イ才／与て．1、そ刀翌年〃月、日才科学

側杓惰叛ひターの師雇等に㌃ソ、そこは、私小外国
に行ってあ・つだ舳二組合パ’い手．が石って、併表をム

して、そこη亭彩瑳孝をヤ1カて、松千孝功4㍑かフ
いて’、発明協、会乞工合にして、財団彦、人”θ孝特許情報

少7一の設工にチ座。レ、仁伸形砂に々フて、そ
二口任期乞3年にしてみつた・ものでマ．かξ、3与力／期

乞終わってやカて、いユはンここ、岩屋沸茄フで、ザら、三ごら
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してい6んけで■ね。

草野ここlJ紅ぐ〃スルグ、η了ノドて’てつ・。

紅二こ〃、岩屋斬一」いう川石田枕η／3べaて’1、これ

バ中1享時代の葬礼夜々んでマ、／倫で大手くん㌃ん小よノ

／舛牧ブJんブけれビポ侯け一専門知で木耳＜んは学却セい

■．予れが「、デら、1ごらして引ラ払んで’工1フ仁ら、、手1ナ込。

んていし‡うし、牽束1っ士、村ヤンスもプ川㍍うがら、

こつ～士、て之で何かルぞに手卯アしてくれ舳一ヒ
いうから、ポそれブμ、い㍍ですヶ／一マン｛・ノして

㍗、拘畑馴はカ・リで与れ逐一て㍍小ら、〃て
牝力荊くらいほ勝手㌃二』丘し仁い、捕手σ二』乞みま

えがイせてくれる～ヤ6。」い．っ仁ら・、尼・教ヰ分に物

わμルiユいワて毛、花貫〃汕二け張してをらフ
ρソフれ。というから、・拘わる～ヤψ仁＼ル’。
ヒいった、。々μ兵庫〃1着に参れしブハで～〃・ξ、

イれ／紡に竹＜んでて。
 そうい抑クで’、ここは中ノド、企革でてけれ』しも、相身で

かい二州でがいで㌧ア／は、二）！、老尾ピ／い工浸うレ

台ぼくに加数したから、「買え、いレ・んレ‘パよいか、とい

フた、。二んqいい場所て’，、前に例であ・つε〃、元ソ

に紅立川うから置い氷ク㌧んで’マ。裏がl／ろいろあジ

‡して、〃〃万円くらい5けい、売ろ人が一板こうヒ足？
て、イ葉ハ知孝レやないけノ・じと台、いろん有ニヒいって

之けて・、仮が怠って、ポい買わね、といフた刀乞／俺
如〃乃＜い）で賓フブニ。買わみ』いったから、〆そん々／プ

かηニヒいっ㌃、そ力＜らい万カ木ムした．つていいし’ヤ

〆川か・。小て｝買っアつんで．プ。軍フてよかったて．■、

 そういう、いた1’から、ここで’’1小平身にやっている加
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けでて。幸いれか、、らノ、わバμ締手で．てよ。兵

庫61つ和寺けってくれとかいう」、仮乞紹介マれカに
参ってヤつらソて〃．て千小」一毛。

タ沸劣尾破紅葉い、1う小エンジ’二万ソング’’……、

木ニ エンジニ■ソング』つ＼ブ’，ぐつメし伽エ狂特って石・つて、

社長は府1川1紅会議祈〃殴乞しているし、佐似券
倉ハ副熱表を／期やつブニく”でプかξ、い‡は国在に

ムていブ川けれ以、手議収にかっがれてわ，たがら、「

企ち々いか〃、といったんでブ。明色合の圭宋を見ろ、

議長々んかして明電舎なんか／㍍ん一’一プノ1こしけバJい

力＼。ヤれから社会党刀ユ、口自彰。車の石れρ’つて朝。子其々

政治にうフつを伽・レてフ、1ミレらイフつ仁ρピろが、「み

エルづんは／3代目。オレなんか一フ、三ご〃二じ仁って、い二η地

位はオレがつくフ㍑で．、何で沽いけれビ’舌、名、㍍
ぐんはた祖の重乃がずっしノ．ピカ＼かクて／）6んヂJ。同

時に職員毛／・人が象方艮乞ナ人すっ花木であ1フても六変㌃

含ん仁“。これ全知あ1まルにかかってみろんε’グら、そん

㌃ンヒしてプノ∫ぐれブニ←、工1ユえ一ρ出力ρ’よ」ヒいうて」力

けて’て側m方では糾でも研で．も頑で■・
タ沸こニハ壮専1城留／肋卸升1ブでブか。

紅いやいや、対ム象という刀を待ラて枕物をつくって

川エマ。これ1攻祖からヤブていろニヒでブが、これ
ぽたいし仁もんレやないで’ブよ。ノ1・責オですから。

 使nヒころ1ブあ・甲し’小僻か、仁んで’マね。耐磁6姦器乞

た工の初力ご〃にやつでいエフ。重化学工象万発雇とと

もに、非串にμくqラけで7、孜殺乞処理μ納
で．は在屈なんかノ腐似してしユうかすでてよ。い川ステ

ンレ又しつ・硬イしグラスイソタレつ・腐・叙しにくい〃ぺでぞ
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て之ちけ牝以、しげらく市立破石蛾1栃尾てソェ（ペェ

らプ〃ソhノ丘にけ朴し㍑’㍗・‡れで㍗llふ’
石い1ブて、これは左廠台てH州・、た、

・何、それ刀閏イチ、乃・1水処理伽ゾエして、水化現〃

こ二とで私、手広ってい．ろんでて。未処理一〔玖劣しよ＜糸考

プっくんて’マ。苅水処理は地方自治任」非宰に結びしっく

加プでイ。だ’からそれを手伝フてい石かブて’’ブ。

 それとタイル．丸紅月一建物a外星はこ．こ〃タイルでブ、

パールタハレと川1まして、丸によフて、！舳ん～
九伽ぐパ1で之いらブルでマ。それかタ、品川1刀／・1

ン7イ。ク木テ1レ〃ノ．1川ルσこ二刀て“て。そうい
う喪吠で7ハレて“も、套級タイー〃相当手広くやって川

ユプ。

 即時に斬彦殿に．も伍〃ンろμ州買／リニげ’らオした

んてて。これ（写真グ1枕物ハっ似た竹フで7。東物け私
の有よツ少し．高いて．プ。二んσ大｛な物をつくる〃ブ催

ルこ竹一けでて。仇榊柿、右衛門」かい小ろ〃で．
しエラ、し力・し石れい㍑人“ユ物左．フく6八丁仮”と
ころいブでプ。チーフ“／レも／箏舳μい癖雰ターフ㍉レ。

これで’’苦労したηほ、つくフ仁絃駿がついも刀て“ブかξ、

そ牝二そノー・・ウでプね。火〃用足・いけるパ㌶
台〃たいで．し5ラ。たれ手か・つρソ州・4・が㍑かプ

でブねρこれ匁どラレいブ1プぐ子仁・＜で㍑か、ρ一
い、ザ万ネ姫い工し仁、新宮原てい当時切刃円く～い

フ戸ていプかね。そμ斬脈η車寄忙バ丁寵、二〃穆
頬仁注文を受けて納力だ、。

 伍舛！でかいヤっヵべて“ぞろ州J老尾でマ。ブJせそん有

こヒに㌃ラ㍑・しいうヒ、耐卿燃刀でかいヤっ、ノ追
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に幻〃、碓幻庵れか、パ／フθとか、でかいやつ
でブ。

 そ二で茅ノにでかい窯主持っている和けて■。でがい

もパつくろ括維州〃け、でマ。／ヲ州れフパ｝かい
則以妥毛ブ川し、で仰いでマ。

 いらでかいや刊仮のところにブス、た。これμ昇
／でプ。しかし、／つで切。万円ヒが何とかでbんぢ古

小伽・クエη・充れμんよ。付乞異くとこ4けいレ
着通派庭でlJ買切いでれ。
二沸へ之勲．孝κとで庖話で話ぐれていユした刀で’
、もいムし‡しけ、正μんが勲二社去年〃ととし
もらっていろ／ノで’すね、卓は五木．づんをインタビューし

ようし，巴っていろんプミ∴けれども、ノ暖房書力∵σいと話の2孔

れ．がつ心ないで’し5う。」

オユ正仁〃行政管理万か峨幸伸犯企した村1
パいで刊・。
功童うんでブ。雇雇幻ノけが紬院らしいんでブ
よパ結局伺い仁／1川、柾くん〃冷だフい勲、茸哨

ヒいラ川、雑の役舳科学納戸が屈潟を幻／レ
でしょラ、正木づん」1坊議腕て’プね。

紅そラて“てρ

タノ循げくう方で脈し仁μ〃紐といラ州
非率に解でしょラ。行管〃はこれし伺いんでマよ、
もレ柵扱仰で’・一…。

オユて舳れ＜企ていηよ、つい二の間毛ほか切
で展、砧狐レいフでいっ仁から、松木／縦／外い
フてフgリ．ソトしてもらみうかといったら一｛ん々んビ伸

かん1て困ろ棚」いうのは、伺“何とヵ・乞命ず〃か
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ヤピゐフ（、｛れがも〃マジカ・つ仁んで’て。っプカ
ニヒまで“みんブJ執せてゐろ。辞々が虫にら寸べて執｛て

あろ。

三沸局・長」か課長」か、そういうし二ろだ一げ正雄にわ

小れいい”でブ木∵…
紅玉雁〃べあソ〔よ。といラ〃は、つい二洲壮
してくれというパ’’、善いブニぼかゾで’すがザ年引派

れているけれビ台、あノ〔よ、こ二には々い！エラ
待って二よう力化、艮フた1ナれ以、人車帆1ビろうヒ息

。て。桝板仰わでμごろでマれ。れ舳学鮒
戸乃＼ノ柔存してし1まてから。それ以イ麦はイ呆、存して石ソエノ巳

ん。手帳に庄郭げ＜1丁柱えである．んでてよ、て力手帳小

いに貴いてμ州・〃・つてい〔川、朱肉が一毛し
いピ電話てrぐ．加・ソユて。

ク瑚話は安川プバ、美衷却4んヒ1班冷η二とて’．

衛采し仁ので’てか。     ・・
オユ いや・美濃考pづんべ外国へ行かれブこどそに「ズくノブ．

雷埼刊丁、弧卑しかそういうノは一切ヤってくれザ5
よ、現状維持て“ヤ1フてくれよ一・川ルれた川つ励・でつ。

しころべ、何の二と小、もれ■プ札ど合、工木4んがそη

問のκ班みだいブユニと左．してあ1られブニかザ・エネづんヒ

多舌乞レてあ1つて、τや〃うし1’イフ㌃い力＼、こ一加しくらい㌃弓ノ

ヒつ・いラでやっブニんでマね。帰、でぐて、ポあ易いうてみ・

フレレ’、バエいか、机択相持て伯も新レい二一〃汁い

ってゐ、いた川二、㌃ぜヤつ仁んだ㌧ヒいわれ㌧いけ伺

”れル．フエかフ仁。ノ碓かに兜えて（はて、い川ψ

㍑’ソでつ、㌧れくらいい構が川，川ってやった
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刀が、美濃却4んに＾しろく〆〃つ㌧わけでプ。工夫
くん」！紡にブ5、でやっ一仁ヒいう二とも。

 ジ承知ル川、μけバ王、木4＾雛氷プし、
ノ更濃邦づんけ労農派ドし、一そ．〃↓刀遣一い白ある。人柄”

速い6〃バ、．匙想が伽にけ〃わけて’r。㍑↓も
んいレユして、非牢に杉飯乞糾！仁でてよ。雄か
でプよ、 二札けニブ ちが」乏・1、レ、もつブこ一。

・二沸二〃間、全統左ρノ・㌧ラドで’スし、いに美濃却ぐ

／（ノにエソ会レ）二々，た一でしょう。

・紅木内ん五の扉イ養刀いに私け／会／はし仁。そし～

時手夫人バr紅ぐんてブよ、ヒいって夫濃却4んにヲ／〈

、会わ形でく㍍づイτ。

三沸美濃却4、テレれっ以いゾJ’ mエし｝。
紅一なって…一一・。

紅㍍元気がよく〆ハて。一二ろこ木内約生れ仰
んか沖汁れフ／ノル、もつけ■よ。
二相しつ・し才μん肺気でつ、メ’当に。

紅■私は元気〆〃ででマよ。

二湘．考鍛ル例紅．一しょう。

紅い工けってユ■よ、㍍づ1功打酬1ブい二川
た‘’プた、んだ’けル〃、ぐ易いべ急い～というんて㌧一㍉

メ1曜し友θ謬は、目ノ去鉱菜、木テ1レオータラ”千万石イこ

ル竹締で’、盈在加追中やl／似美地中とヤ1てい
‡寸、

二棚中学制仰ジ…一、
杜  中享吋れか弓逸手で’宋都ηた会に去仁ソして．／はし

ト小ら、省パパーノ・イち二〃4片／㍗ソエブが、イ
ンタ／・／では私が乗．ち齢弟でブ。
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タ沸剣左ぢピ荊刀警視赦．良刀ユ田困尿彦、
之η．ち身学校ノブ同期グノんで“マ。

杜柳生食で！称して知フーて㌶、

子椛どうけ／～ラ’コイい工．げ。

あれ1川’．

           紅支考～崎犀

明治糾身（／9／／フ4月／θ 伍噴泉じ幻ルろ。

榊／ノ年リ． 牽東宇似似宰似律学科（泉
            広）手業  ’

θ．伽／／年4月

昭如z／坪／クれθ

肋1以／月ク目
口召和肌卑6月βθ

桝1糾卑／月一7θ

昭似ク与川／θ
昭如3／年f月／9θ

曜伽舛川ノクθ
昭伽ク年州／．θ
昭孝州年／／月〃θ．

1多似／年μ／θ

昭仙／早川ハコ■

砺っ4碑3月μ’

昭和4！れ月／．θ

昭和47年ナ月／θ
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